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寺脇利信 1・新井章吾 2: 2.北海道

厚岸郡浜中町散布地先

はじめに

前号で掲載した藻場の景観模式図に関し，藻場を回

復させる技術の開発に関係している研究者から，自然

な藻場の植生の特徴がつかめ，海底をあまり見たこと

のない人にも説明しやすいので，歓迎であるとの声が

寄せれられた。港湾を中心とした一定の範聞の沿岸域

は，運輸省関係の役所が所轄し，港湾区域と呼ばれる。

港湾区域は，海路と陸路とを繋ぐ運輸の基点であり，商

工業用地とするための埋め立て地が多く，護岸や防波

堤などの人工海岸となり，航路の確保のため海底の俊

深がくり返されている。そのため，港湾区域などにお

ける藻場の回復を企画する場合，回復させる景観とし

て模倣すべき自然の海草・藻類植生が保存されていな

い場合が多い。本シリーズでは，日本沿岸の自然な藻

場の景観を中心に掲載しつつも，今後，可能な場合に

は，人間による環境改変の結果としての景観も取り上

げることで，より多くの方からのニーズに応えること

ができれば幸いである。
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2.北海道厚岸郡浜中町散布地先

現地の概要と方法

北海道の東岸に位置し，浜中湾に面した厚岸郡浜中

町散布地先(図 1)の水深2-3mの海底は，比較的平

坦な泥岩質の岩盤で，凹部の所々に砂が入り込んでい

る。この海域では，流氷が接岸すると自然的な磯掃除

のためコンブの着生面積が広がり翌年は大豊作となる

のが普通であり，一般的に10年に1度くらいは大規模

な流氷(氷の厚さ 1-7m)が接岸する(佐々木1969)。

しかし，近年，流氷による岩面削除という自然的な磯

掃除の機会が減っている。流氷による岩面削除が生じ

なければ，物理的に安定な環境が継続することによっ

て，海底面での海藻植生の遷移が進行し，直立し寿命

が長い大型褐藻の多年生ホンダワラ類の生育に有利と

なっている。このような条件は，刷新面での遷移初期

相において優占するが，横たわって生育し寿命が短い

大型褐藻のコンブ類にとっては不利である。

散布地先におけるコンブの漁獲量は，上述の自然な

環境条件の変動に由来する磯掃除に大きく影響を受け

て，増大・減少することが知られている。そこで，コン
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図l 北海道厚岸郡浜中町散布地先の概略位置
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ウガノモク (Cysfoseirahakodafensis (Yendo)Fensholt) 

ガツガラコンブ (La11山 ariacoriacea Miyabe il¥ Okam ura) 

水深2m司

図2 北海道厚岸郡浜中 l町散布地先の水深 2 ~ 3m における自然の藻場(ガラモ場)の景観模式図

ブの増殖を促進するため，岩礁爆破，チェーン振り， ドーザーによる岩面削除が困難なため，自然植生が残

チェーン曳きなどの方法での磯掃除が，事業として行 されていた。多年生ホンダワラ類のウガノモク

われている。 Cystoseirahakoda臼nsis(Yendo)Fensholtが，砂面からの

筆者らは，試験的な取り組み段階のリモコン運転の 比高が数cm高く，砂の被覆の影響など物理的撹乱を比

無人水中ブルドーザーによって磯掃除された海底を観 較的受けにくい場所を中心に，被度 85%，最大渓長

察する機会を得た。 1992年6月19日に， SCUBA潜水 2.3mで優占していた(図 2の左側)。図示しなかった

により，自然の深場，水中ブルドーザーによる磯掃除 が，ウガノモクが疎生な部分に，ガッガラコンブ

直後の地点，約半年後の地点，約2年後の地点で，代表 Laminaria coriacea Miyabe in Okamuraが混生していた。

的な植生の場所を観察し，一辺5mの方形枠を用い，枠 磯掃除直後:リモコン運転の無人水中ブルドーザー

内の主要な大型褐藻の被度および最大藻長を測定し (写真1)によって磯掃除された直後の海底は，表面が

た。コンブ、属は藻長が数mに伸長し，海底に横たわっ 削り取られて物理的に刷新された概ね平坦な面で，深

ている。そこで，枠の内部に付着器が有る無いに係わ さ数cm以内の数多くの凹部に無節サンゴモとコンブ

らず，枠内に存在するコンブ藻体の被度を測定した。 属の幼体が残っていた(図2の中央部， 写真2)。

磯掃除半年後:1月に磯掃除が行われた海底には，務

結果 長O.4mのガッガラコンブが被度80%で優占し，藻長

自然の藻場 :比較的凹凸の激しい場所は，水中ブル 0.9mのナガコンブ Laminarialongissima Miyabe in 

写真1 コンブ場造成用の水中ブルドーザー (左 :水中に没する本体; 右:海面を移動する上部)



写真2 水中ブルドーザーによる磯掃除直後の海底面

Okamuraが被度5%で混生していた (図2の右側)。

磯婦除約2年後:1990年に水中ブルドーザーで磯掃

除され約2年後の海底は，ナガコンプが，全域におい

て被度 100%，最大藻長 15mで，優占していた (図3)。

岩商の大部分を波う基面被磁海藻である無節サンゴモ

は，被度80%に増加していた。無節サンゴモは，岩盤

が平坦に改変され砂の堆積する場所がなくなったった

め生育可能面積が拡大し，対照区より被度が高かっ

た。 この時点で，ナガコンブの競合種であるウガノモ

クの入植が認められた。

まとめ

自然、の深場では，多年生ホンダワラ類のウガノモク

が優占した。水中ブルドーザーによって磯掃除された

海底は，物理的に刷新された平坦面となり， 2年後には

最大謀長 15mに生長したナガコンフ'が被度 100%で俊

占した。また，2年後の時点で，ナガコンブ群落への

ウガノモクの入植が認められた。
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注目点

安定な環境条件下で寿命の長いホンダワラ類が優占

するガラモ場の景観が，人為的な物理的撹古しによる恭

函の刷新により ，寿命が短く商品価値の高いナガコン

ブ場の景観に改変される様子は，陵上において森林が

開怨されて圃坊の最観に改変される様子が想起され，

まさしく「コンブの畑J(寺脇 1996)と言える。また， こ
の海域では，大きな物理的撹乱後におけるガッガラコ

ンブーナガコンブーウガノモクの選移系列が想定され

，かつ，それらを理解し情報を活用しての磯掃除に取

り組まれていることが分かる。利尻島において磯掃除

の能率や経済性を調査した名畑 ・松田(1983)によると，

チェーン振りによるコンブ生産への効果は，天然、コン

ブの生産量の年変動が大きく，一方，雑草除去面積が比

較的小さいため，全体の生産量に反映するまでには

至っていない。コンブ増殖の観点からは，今後さらに

効率的かっ効果的な磯掃除の方法が求められよう。
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図3 磯掃除約2年後の球場 (コンブ場)の景観模式図
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